
国土交通省の令和5年度ＥＢＰＭの取組について

上記を踏まえて、行政事業レビューシートの作成を通じたEBPMの実践に取り組む。

①試行版レビューシート対象事業の先行点検
（点検方法）
・ レビューシートの点検を図りつつ、ロジックの繋がりを簡易に可視化するロジックモデル作成を推奨
・ EBPM的観点で、レビューシートのEBPM部分を補強する政策効果の発現経路や指標等が適切に設定さ

れているかを点検する。具体的には、レビューシートをもとに、行革事務局が示す改善に向けた視点
等を活用して、点検を実施する。

・ EBPM有識者によるヒアリングを行う。

②先行点検結果の横展開として各局の行政事業レビューシート作成の伴走支援
・ 政府全体及び省内の先行点検結果の横展開を図るために、各局に対して留意点の周知や相談対応等の

伴走支援を行う。EBPM有識者の個別指導も仰ぐ。

③優良改善事例の選定・表彰・報告
・ ①②を通じて優良な改善事例を選定・表彰し、政府EBPM推進委員会に報告

令和５年度における国交省EBPM取組方針について

政府全体のEBPMの取組について

・令和４年度までは、ロジックモデルの作成により、 EBPMの普及・浸透・質の向上を図ること
を重点にし、 EBPMの推進がなされていた。

・令和５年度からは、行政事業レビューシートにEBPMの視点を盛り込み、政策の立案・改善や
予算編成などの意思決定プロセスで行政事業レビューシートを活用することにより、幹部・管
理職を含め組織的にEBPMを実践することとされた。


